
 

横浜市名木古木保存事業要綱 
 

   制  定  昭和46年８月３日                            
最近改正  令和６年３月29日 環創み第2583号(局長決裁) 

 
 
（目的） 

第１条 この要綱は、緑の環境をつくり育てる条例（昭和48年６月横浜市条例第47号）第７条の規定及
び「横浜みどりアップ計画」に基づき、保存すべき樹木を指定することにより、地域住民に古くから
町の象徴として親しまれ、故事、来歴等のある樹木をもって潤いのある市民生活の確保と、都市の美
観風致を維持することを目的とする。取組にあたっては、緑の多様な機能を生かし、みどり豊かな美
しい街を実現するとともに、脱炭素社会の実現と GREEN×EXPO 2027 の共感につなげるものとする。 

２ 名木古木保存事業の助成については、横浜市補助金等の交付に関する規則（平成17年11月横浜市規
則第139号。以下「補助金等規則」という。）に定めがあるもののほか、この要綱の定めるところによ
る。 

 
（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 
 (1) 樹木医 
   一般財団法人日本緑化センターが行う資格審査に合格し、樹木医として認定された者をいう。 
 (2) 樹木診断 
   樹木の樹勢、樹形、病虫害、損傷、腐朽、土壌及び根系の状態を調べるために樹木医によって行

われる外観診断及び精密診断をいう。 
 (3) 樹木治療 
   樹木医による診断の結果、衰退が認められた樹木の健康を取り戻すことを目的として樹木医に

よって行われる周辺環境の整備、病虫害の防除、枝のせん定や枯枝の除去、土壌の改善と発根促進、
枝や幹等の外科手術及び支柱や保護柵の設置等をいう。 

 (4) 樹木管理 
   樹木の健全な育成、美観の維持、形状の調整及び病虫害の予防を目的に行われるせん定及び周辺

環境の整備等のうち別表に定めるものをいう。 
 (5) 市内中小企業者 
   横浜市中小企業振興基本条例（平成22年３月29日条例第９号）第２条第１項に規定するものをい

う。 
(6) 単指定 
   １本の樹木を単独で指定することをいう。 
(7) 群指定 
   複数の樹木からなる一定範囲の樹林帯を１指定として指定することをいう。 

 
（指定基準） 

第３条 市長は、故事、来歴若しくは由緒があり、又は象徴的樹木として親しまれている樹木、かつ、
生育が良好で樹容が優れている樹木であって、次の各号の全てに該当するものを名木古木として指定
することができる。 

 (1) 樹齢は、おおむね100年以上であること。 
(2) 隣地へ著しく越境していないこと。 
 (3) 市民が容易に鑑賞等できること。 
 (4) 公有地においては、街路樹でないこと。 
２ 市長は、前項の指定候補となりうる樹木のうち、次の各号のすべてに該当するものを地域の木とし

て指定することができる。 
(1) 樹齢は、おおむね30年以上であること。 
(2) 地域の景観を形成しているもので、かつ、指定域一帯で故事、来歴を形成しており、

又は象徴的樹木として親しまれていること。 
(3) 地域の自治会等からの推薦があること。  
(4) 隣地へ著しく越境していないこと。 
 (5) 市民が容易に鑑賞等できること。 
 (6) 原則、公有地にないこと。 
３ 単指定にあっては、前１項及び２項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当しなければ指
定することができない。ただし、該当しない場合においても樹木の周辺環境及び生育特性上やむを得
ないと市長が判断した場合は、この限りでない。 

 (1) 地際から1.5メートルの高さの幹の周囲（以下「目通り周」という。）が1.5メートル以上であるこ



 

と。ただし、その高さで枝分かれしている場合は、枝分かれする直前の部分、株立ちの場合は、全
ての幹の周囲の和の７割が1.5メートル以上であること。 

 (2) 高さが15メートル以上であること。 
 (3) 潅木類で、樹冠直径が３メートル以上であること。 
 (4) 登はん性樹木で、枝葉の面積が30平方メートル以上であること。 
４ 群指定にあっては、次の各号のすべてに該当しなければ指定することができない。ただし、該当し
ない場合においても樹木の周辺環境及び生育特性上やむを得ないと市長が判断した場合は、この限り
でない。 
(1) 樹齢がおおむね100年以上の樹木が含まれていること、もしくは指定域一帯で故事、

来歴を形成、又は象徴的樹林として親しまれており、地域の自治会等からの推薦があ
ること。 

(2) 隣地へ著しく越境していないこと。 
 (3) 市民が容易に鑑賞等できること。 
 (4) 公有地においては、街路樹でないこと。 
(5) 別に指定している樹林帯と隣接していないこと。 
 

５ 前４項の規定にかかわらず、対象樹木が環境省の指定した要注意外来生物である場合は、指定をす
ることができない。 
 
（指定調整会議） 

第４条 市長は、名木古木の指定及び解除の審査を行うため、名木古木保存事業指定調整会議（以下「指
定調整会議」という。）を開催し、助言をもらうものとする。なお、指定調整会議の運営については、
別途定めるものとする。 

 
（指定） 

第５条 樹木を所有している者又は所有している者から管理を委任されている者で、当該樹木について
名木古木の指定を受けようとする者は、名木古木指定申請書（第１号様式）に当該樹木の位置図及び
写真を添えて市長に申請しなければならない。 

２ 樹木を所有している者から管理を委任されている者が前項の規定による申請をする場合は、樹木を
所有している者の委任状を申請書に添付しなければならない。 

３ 市長は、第１項に基づく申請があったときは、申請書類及び樹木医による調査により、審査を行う
ものとする。なお、申請書類により第３条に定める指定基準に該当しないことが明らかな場合、樹木
医による調査は省略することができる。 

４ 前項の審査の結果、指定することが適当であると認めたときは、その旨を申請者に名木古木指定通
知書（第３号様式）により通知する。 

５ 第３項の審査の結果、指定することが不適当であると認めたときは、その理由を付して、名木古木
不指定通知書（第４号様式）により、その旨を申請者に通知する。 

 
 （指定の告示等） 
第６条 市長は、名木古木の指定をしたときは、その旨を告示するとともに、本事業により指定した旨
の分かる標識を、市民が容易に鑑賞等できるよう配慮した場所に設置するものとする。 

 
（所有者等の管理責務） 

第７条 第５条第４項の規定により通知を受けた者（以下「所有者等」という。）は、当該樹木の枯損の
防止、病虫害の防除、周辺への配慮及びその他の良好な管理をしなければならない。 

 
（所有者等変更届出書の提出） 

第８条  所有者等は、所有者等の変更があった場合は、所有者等変更届出書（第５号様式）により速や
かに市長に届け出なければならない。 

２ 樹木を所有している者から管理を委任されている者が前項の規定による届出をする場合は、樹木を
所有している者の委任状を届出書に添付しなければならない。 

 
（解除の申請） 

第９条 所有者等は、指定の解除を受けたいときは、理由を付して名木古木指定解除申請書（第６号様
式）を、市長に申請しなければならない。 

 
（指定の解除等） 

第10条 市長は、指定した樹木が次の各号のいずれかに該当するときは、名木古木の指定を解除するこ
とができる。 



 

 (1) 第３条に定める指定基準を満たさなくなったとき。 
 (2) 第７条の規定に違反したとき。 
２ 前条の規定により申請のあったときは、解除するものとする。 
３ 前２項の規定により名木古木の指定を解除した場合には、市長は理由を付して、名木古木指定解除
通知書（第７号様式）により、所有者等へ通知し、標識を撤去する。 
 
（定期調査） 

第11条 市長は、指定後10年ごとを目安に、名木古木として指定した樹木が良好な生育が維持されてい
るか樹木医による調査を行うものとする。 

２ 市長は前項の規定により調査を行うときは、所有者等に対し、事前に通知するものとする。 
 
（助成金の交付） 

第12条 市長は、所有者等が次の各号に掲げる行為を行うときは、これらに要する経費の一部を助成金
として交付することができる。 

 (1) 樹木診断 
 (2) 樹木治療 
 (3) 樹木管理 
 
（助成金の額） 

第13条 助成金の額は、前条各号に掲げた行為を実施するために要する１指定あたりの経費の２分の１
以内とする。ただし、各当該樹木に対し1,000円未満の端数が生じた場合は、それぞれこれを切り捨て
た金額とする。 

２ 単指定の助成限度額は、１指定あたり次の各号に定めるところによる。 
 (1) 樹木診断 40,000円 
 (2) 樹木治療 300,000円 
 (3) 樹木管理 200,000円 
３ 群指定の助成限度額は、１指定当たり次の各号に定めるところによる。 
(1) 樹木診断 樹木１本あたり40,000円かつ80,000円以内 

 (2) 樹木治療  樹木１本あたり300,000円かつ600,000円以内 
 (3) 樹木管理  樹木１本あたり200,000円かつ400,000円以内 
 
４ 前２項及び３項の助成は、毎年度予算の範囲内において行うものとする。なお、助成金の交付の申
請があった時点で予算残額が前項の助成限度額に満たない場合は、助成は予算残額を超えないものと
する。 
 
（助成金の交付の申請） 

第14条 助成金の交付を受けようとする所有者等は、第12条各号に掲げる行為の施工前に名木古木助成
金交付申請書（第８号様式）に、次に掲げる図書を添えて市長に提出し、承認を受けなければならな
い。 

 (1) 収支予算書（第９号様式） 
 (2) 樹木医による見積書の写し（樹木診断に係る助成金の交付を申請しようとするとき） 
 (3) 樹木医によって行われた診断書の写し及び樹木医による見積書の写し（樹木治療に係る助成金の

交付を申請しようとするとき） 
 (4) 樹木医証または樹木医認定証の写し（樹木診断または樹木治療にかかる助成金の交付を申請する

とき） 
 (5) 必要経費の見積書の写し（樹木管理に係る助成金の交付を申請しようとするとき） 
 (6) 申請対象樹木の現況のわかる写真 
 (7) その他市長が必要と認める図書 
２ 補助金等規則第５条第３項の規定により、市長が助成金交付申請書の記載を省略できる事項は、同
条第１項第３号に定める補助事業等の経費の配分及び使用方法と、その他補助事業の遂行に関する計
画とする。 

３ 補助金等規則第５条第３項の規定により、市長が助成金交付申請書への添付を省略できる書類は、
同条第２項第１号、第２号及び第４号に定める書類とする。 

４ 当該樹木が、当該年度を含む前３年度に第12条各号に掲げる助成金の交付を受けているときは、そ
の同一各号に掲げる助成金交付の申請をすることはできない。 

ただし、気象庁が発令表する警報及び特別警報（以下「警報等」という）による自然災害等により
損傷した樹木に対し作業を行う場合はこの限りでない。その場合は横浜市に警報等が発表されてから1
週間以内に市長に対し申請することとする。 

５ 国、地方公共団体その他公共団体若しくはこれらのものに準ずるものが所有する樹木については申



 

請することができない。 
６ 第１項第２号、第３号及び第５号の見積書については、市内中小企業者から徴収するよう努めなけ
ればならない。 

７ 所有者等は、第１項による交付申請書を提出するに当たって、当該補助金に係る仕入れに係る消費
税等相当額（助成金対象経費に含まれる消費税及び地方消費税に相当する額のうち、消費税法（昭和
63年法律第108号）に規定する仕入れに係る消費税額として控除できる部分の金額と当該金額に地方税
法（昭和25年法律第226号）に規定する地方消費税率を乗じて得た金額との合計額に助成率を乗じて得
た金額をいう。以下同じ。）があり、かつ、その金額が明らかな場合には、これを減額して申請しなけ
ればならない。  

ただし、申請時において当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額が明らかでない場合は、こ
の限りではない。 
 

（助成金の交付の決定及び通知） 
第15条 市長は、前条の規定による申請があったときは、当該申請に係る申請書等により必要な審査を
行い、助成金を交付することが適当であると認めたときは、名木古木助成金交付決定通知書（第10号
様式）により、不適当であると認めたときは、理由を付して名木古木助成金不交付決定通知書（第11
号様式）により、その旨を申請者に速やかに通知するものとする。 

 
（助成金の交付の条件） 

第16条 市長は、前条の審査の結果、助成金の交付を決定する場合において、条件を付することができ
る。 

２ 所有者等は、前条により助成金を交付することが適当であると認められたときは、善良な管理者の
注意を持って、本助成事業を行うものとし、特に次の各号について配慮するものとする。 

 (1) 当該樹木が良好に管理されること。 
 (2) 周辺への安全に配慮した作業方法を選択すること。 
 (3) 必要に応じて近隣住民への説明を行うこと。 
３ 市長は、助成金の使途について必要があると認められるときは、調査を行うものとする。 
 
（実績報告書の提出） 

第17条 第15条の規定により助成金の交付の決定を受けた所有者等（以下「助成決定者」という。）は、
当該樹木診断、樹木治療又は樹木管理を完了したときは、速やかに名木古木実績報告書(第12号様式)
に次に掲げる図書を添えて、市長に提出しなければならない。 

 (1) 収支決算書（第９号様式） 
(2) 経費が明記された領収書の写し又は支出を証する書類の写し。ただし、実績報告時での提

出が困難である場合は、請求書の写しを添付することによりこの書類に代えることができる
が、施工事業者への支払を行った後、速やかに領収書の写しを市長に提出しなければならな
い。 

 (3) 樹木医による樹木診断報告書（樹木診断に係る助成金の交付決定を受けたとき） 
 (4) 樹木医による樹木治療等報告書（樹木治療に係る助成金の交付決定を受けたとき） 
(5) 樹木医証または樹木医認定証の写し（樹木診断または樹木治療に係る助成金の交付決定を受けた

とき） 
 (6) 名木古木樹木管理報告書（第13号様式）及び樹木管理の完了を確認できる実施前後の写真（樹木

管理に係る助成金の交付決定を受けたとき） 
 (7) その他市長が必要と認める図書 
２ 補助金等規則第14条第４項の規定により、市長が実績報告書への添付を省略できる書類は、

同条第１項第３号に定める書類とする。 
３ 第14条第７項のただし書きにより交付の申請をした所有者等は、第１項の実績報告書を提出

するに当たり、当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額が明らかになった場合には、こ
れを補助金額から減額して提出しなければならない。  

４ 第14条第７項のただし書きにより交付の申請をした所有者等は、第１項の実績報告書を提出
した後において、消費税及び地方消費税の申告により当該補助金に係る仕入れに係る消費税等
相当額が確定した場合には、その金額（前項の規定により減額した所有者等については、その
金額が減じた額を上回る部分の金額）について、速やかに市長に報告するとともに、市長の返
還命令を受けてこれを返還しなければならない。 
 
（助成金額の確定） 

第18条 市長は、前条の規定による報告を受けたときは、当該実績報告書等の審査により履行の確認を
行い、助成金交付の決定の内容及びこれに付した条件等に適合していると認めたときは、交付すべき
額を確定し、名木古木助成金額確定通知書（第14号様式）により通知するものとする。なお、助成金額



 

の確定に当たっては、必要な措置を助成決定者に求めることができる。 
 
（助成金の請求及び支払） 

第19条 助成決定者は、前条の規定による通知を受けたときは、名木古木助成金支払請求書（第15号様式）
を速やかに市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による請求書を受理後、適正であると認めたときは、当該助成決定者に対し、
当該助成金の支払を適法な請求書の受理日から起算して30日以内に行うものとする。 

 
（助成金の交付決定の取消し） 

第20条 市長は、助成決定者が次に掲げる各号のいずれかに該当すると認めたときは、助成金の交付の
決定の内容を取り消すことができる。 

 (1) 偽りその他不正の手段により助成金交付の決定を受け、又は助成金の交付を受けたとき。 
 (2) 助成金交付の決定の内容又はこれに付した条件に違反したとき。 
 (3) 第15条に規定する決定通知書を受け取った年度内に、第17条に定める実績報告が完了しないとき。 
 (4) 第７条に定める内容に違反したと認められるとき。 
 (5) その他法令、条例又は規則に基づき市長が行った指示に違反したとき。 
 (6) 市長が特に必要があると認めるとき。 
２ 市長は、前項の規定による取消しを決定したときは、助成決定者に対し、理由を付して名木古木助
成金交付決定取消通知書（第16号様式）により、その旨を通知しなければならない。 

 
（助成金の返還） 

第21条 市長は、前条第１項の規定により助成金の交付の決定を取り消した場合において、当該取消し
に係る部分に関し、既に助成金が交付されており、かつ、その助成金の交付の決定を取り消した日
が、第18条による助成金額確定の通知日から３年以内のときは、期限を定めてその返還を求めなけれ
ばならない。 

 
（報告の聴取） 

第22条 市長は、所有者等に対し、名木古木の保存のため必要な限度において、報告を求めることがで
きる。 

 
 （関係書類の保存期間） 
第23条 助成金決定者は、補助金等規則第26条の規定により、市長が定める関係書類を第18条による助
成金確定の通知日から５年間保存しなければならない。 

 
（立入調査） 

第24条 市長は、必要に応じて、名木古木調査のための立入調査をすることができる。 
２ 市長は、前項の立入調査を行う際に、その身分を示す証明書を携帯し、関係者の請求があったとき
はこれを提示しなければならない。 
 
 
（実施細則） 

第25条 この要綱の施行に際し必要な事項は、みどり環境局長が定める。 
 
   附 則 
  （施行期日） 
１ この要綱は、平成８年４月１日から施行する。 
 （横浜市緑地保存特別対策事業実施要綱の一部廃止） 
２ 横浜市緑地保存特別対策事業実施要綱の第３章名木古木保存事業は廃止する。 
  （経過措置） 
３ この要綱施行の際、現に横浜市緑地保存特別対策事業実施要綱に基づき契約及び指定され、平成８
年４月１日から実施される名木古木については、この要綱によりなされた契約及び指定と見なす。 

   附 則 
  （施行期日） 
１ この要綱は平成12年１月12日から施行する。 
２ この要綱施行の際、現に横浜市緑地保存特別対策事業実施要綱に基づき契約及び指定されている名
木古木については、この要綱により指定されたものと見なす。 

   附 則 
 この要綱は平成16年９月１日から施行する。 

   附 則 



 

 この要綱は平成21年４月１日から施行する。 

   附 則 
  （施行期日） 
１ この要綱は平成21年９月30日から施行する。 
 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規定により
指定されている名木古木については、この要綱による改正後の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規
定により指定されたものとみなす。 

３ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規定により
作成されている様式書類は、なお当分の間、適宜修正のうえ使用することができる。 

   附 則 
  （施行期日） 
１ この要綱は平成23年12月６日から施行する。 
 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規定により
指定されている名木古木については、改正後の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規定により指定さ
れたものとして適用する。 

３ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規定により
作成されている様式書類は、なお当分の間、適宜修正のうえ使用することができる。 

附 則 
  （施行期日） 
１ この要綱は平成26年４月１日から施行する。 
 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規定により
指定されている名木古木については、改正後の横浜市名木古木保存事業要綱の規定により指定された
ものとして適用する。 

３ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規定により
作成されている様式書類は、なお当分の間、適宜修正のうえ使用することができる。 

（施行期日） 
１ 改正後の要綱は、平成28年4月13日から施行し、平成28年度の予算に係る補助金から適用する。 
 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規定により
指定されている名木古木については、改正後の横浜市名木古木保存事業要綱の規定により指定された
ものとして適用する。 

３ この要綱の施行の際現に作成されている様式書類については、なお従前の例による。 
４ 平成27年度以前の予算に係る補助金に関しては、なお従前の例による。 

附 則 
（施行期日） 

１ 改正後の要綱は、平成31年4月１日から施行し、平成31年度の予算に係る補助金から適
用する。 
 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱
の規定により指定されている名木古木については、改正後の横浜市名木古木保存事業要
綱の規定により指定されたものとして適用する。 

３ この要綱の施行の際現に作成されている様式書類については、なお従前の例による。 
４ 平成30年度以前の予算に係る補助金に関しては、なお従前の例による。 

附 則 
 この要綱は令和３年８月20日から施行する。 

 附 則 
（施行期日） 

１ 改正後の要綱は、令和４年４月１日から施行し、令和４年度の予算に係る補助金から
適用する。 
 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱
の規定により指定されている名木古木については、改正後の横浜市名木古木保存事業要
綱の規定により指定されたものとして適用する。 

３ この要綱の施行の際現に作成されている様式書類については、なお従前の例による。 
４ 令和３年度以前の予算に係る補助金に関しては、なお従前の例による。 

附 則 



 

（施行期日） 
１ 改正後の要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 
２ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱
の規定により指定されている名木古木については、改正後の横浜市名木古木保存事業要
綱の規定により指定されたものとして適用する。 

３ この要綱の施行の際現に作成されている様式書類については、なお従前の例による。 
 

附 則 
（施行期日） 

１ 改正後の要綱は、令和６年４月１日から施行する。 
 （経過措置） 
２ この要綱の施行の際、現にこの要綱による改正前の横浜市名木古木保存事業実施要綱の規定により

指定されている名木古木については、改正後の横浜市名木古木保存事業要綱の規定により指定された
ものとして適用する。 

３ この要綱の施行の際現に作成されている様式書類については、なお従前の例による。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別表（第２条第４号） 

管理項目 管理方法 助成対象とな

る作業の回数 

せん定 １ 名木古木のせん定は、樹木の健全な育成、美観の維持、形状の

調整及び病虫害の予防を目的とする。せん定は樹木本来の樹形を

尊重する。樹木の性質及びせん定の頻度・程度等を考慮し、最も

適切なせん定方法により実施するものとする。 

２ 越境枝せん定等により、樹形が乱れるせん定を実施しなければ

ならない場合については、事前に市職員及び樹木医に意見を求め

るものとする。 

３ 枝の切り戻しの際には、枝の枯れ込みを防止するため、細枝を

残してせん定し、「ぶつ切り」は行わないこと。 

４ 市職員の了承なく「ぶつ切り」等樹形が乱れるせん定が行われ

た場合については、当該樹木に係る助成金の交付は行わないもの

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

１回 

周 辺 環 境 の

整備等 

１ 周辺環境の整備等とは、病虫害の防除、土壌改良など

による植栽基盤の改善、支柱の設置及び補修、防風生垣

のせん定及び清掃など、樹木の健全な生育に関係するも

のとする。 

２ 周辺環境の整備による助成を受ける場合は、事前に市職

員に意見を求めるものとする。 



 

樹木管理の管理方法については、「名木古木保存事業にかかる樹木管理基準」に沿った

管理方法とし、疑義がある場合には事前に市職員に確認すること。 

 



 

第１号様式（第５条第１項） 

「横浜みどりアップ計画」 

 

名木古木指定申請書 

（申請先）                          年  月  日 

  横浜市長 

 

                            申請者 住所 

 

                                    氏名                               

（法人・団体の場合は、名称・代表者の役職名および氏名） 

                                    電話 

 

次の樹木について、名木古木としての指定を受けたいので申請します。 

 また、指定の決定があった場合には、告示及び標識の設置に同意します。 

 

１ 添付図書 

  ・樹木位置図及び現在の状況が分かる写真（各樹木につき１、２枚程度） 

  ・地域の木指定及び群指定の場合は、自治会等の推薦書 

（注意） 樹木の所有者より管理を委任されている者が申請する場合は、所有者の委任

状が必要となります。 

 

 

 

（Ａ４） 

樹種 樹齢 

（年） 

樹高 

（ｍ） 

目通り周

（ｍ） 
形態 故事・来歴・由緒等 

         
       

  
         

  

    

  

    

  

  所在地  横浜市        区         町                   （     内） 



 

 

第２号様式 

 削除 



 

第３号様式（第５条第４項） 

「横浜みどりアップ計画」 

第   号 

年 月 日 

名木古木指定通知書 

 

住所 

 

氏名               様 

 

横浜市長         印  

 

年  月  日に申請のありました樹木については、名木古木として指定する

ことに決定しましたので通知します。 

 

名木古木指定樹木 

 

指定番号 樹種 樹齢 

（年） 

樹高 

（ｍ） 

目通り周 

（ｍ） 

所在地 指定形態 

 
                                

 

 

 

（注意）１ 指定の告示等 

市長は、名木古木の指定をしたときは、その旨を告示するとともに、本事業により指定
した旨の分かる標識を、市民が容易に鑑賞等できるよう配慮した場所に設置します。 

２ 所有者等の管理責務 
所有者等は、当該樹木の枯損の防止、病虫害の防除、周辺への配慮及びその他の良好な

管理をしてください。 
３ 所有者等変更届出書の提出 
(1) 所有者等は、所有者等の変更があった場合は、所有者等変更届出書（第５号様式）に
より速やかに市長に届け出てください。 

(2) 樹木を所有している者から管理を委任されている者が所有者等変更届出書（第５号様
式）を届け出る場合は、樹木を所有している者の委任状を届出書に添付してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（Ａ４） 

（備考） 

  様式の下欄には、教示について記載することができる。 



 

第４号様式（第５条第５項） 

「横浜みどりアップ計画」 

第     号 

年  月  日 

 

名木古木不指定通知書 

 

住所 

 

氏名               様 

 

横浜市長         印  

 

年  月  日に申請のありました樹木については、次のとおり名木古木とし

て指定しないことに決定しましたので通知します。 

 

１ 名木古木指定申請樹木 

  

樹種 樹齢（年） 樹高（ｍ） 目通り周（ｍ） 
所在地 

                            

 

  

２ 不指定となる理由 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

 

 

 

 

（Ａ４） 

 

（備考） 

  様式の下欄には、教示について記載することができる。 



 

第５号様式（第８条第１項） 

「横浜みどりアップ計画」 

 

所有者等変更届出書 

                                                      年    月    日 

 （届出先） 

    横浜市長                         

 

                            届出者 住所 

 

                                    氏名                               

（法人・団体の場合は、名称・代表者の役職名および氏名） 

                                    電話 

 

名木古木の指定を受けた次の樹木について、樹木の所有者等に変更がありましたので横

浜市名木古木保存事業要綱第８条第１項に基づき届け出ます。 

 

１  届出対象樹木 

(1) 指定番号 

 

(2) 所在地   横浜市          区 

 

２  変更前・変更後の所有者等の住所、氏名及び電話番号 

 旧所有者 新所有者 

住所 
  

氏名   

電話番号   

 

３ 変更理由 

 

 

 

（注意）１ 届出者は、旧又は新所有者等となります。 

    ２ 樹木の管理を委任されている者が届出者である場合は、樹木の所有者の委任

状を添付してください。 

（Ａ４） 



 

第６号様式（第９条） 

「横浜みどりアップ計画」 

 

名木古木指定解除申請書 

                                                            年    月    日 

（申請先） 

  横浜市長 

 

                            申請者 住所 

 

                                    氏名                               

（法人・団体の場合は、名称・代表者の役職名および氏名） 

                                    電話 

 

 

 名木古木の指定を受けた次の樹木について、指定の解除を受けたいので申請します。 

 

指定番号 樹  種 解除理由 

   

   

   

   

   

   

   

所  在  地 所在地  横浜市        区        町                  （      内） 

 

 

 

 

 

 

 

（注意） 樹木の管理を委任されている者が届出者である場合は、樹木の所有者の委任状

を添付してください。 

（Ａ４） 



 

第７号様式（第10条第３項） 

「横浜みどりアップ計画」 

第   号 

年  月  日 

名木古木指定解除通知書 

 

住所 

 

氏名               様 

 

横浜市長         印  

 

 次の樹木について、名木古木の指定を解除しましたので通知します。 

 

 

１ 名木古木指定解除樹木 

 

指定番号 樹  種 所在地 

   

 

 

２ 解除理由 

                                         

                                         

                                         

                                         

                                         

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ４） 

 

（備考） 

  様式の下欄には、教示について記載することができる。 



 

第８号様式（第14条第１項） 

「横浜みどりアップ計画」 

           名木古木助成金交付申請書      年  月  日 

（申請先） 

横浜市長                       申請者 住所 

                                       氏名   

                           （法人・団体の場合は、名称・代表者の役職名および氏名） 

                                       電話 

 名木古木の指定を受けている樹木について、「横浜みどりアップ計画」による、横浜市名

木古木保存事業要綱に基づき、樹木診断・樹木治療・樹木管理助成金の交付を受けたいの

で、関係図書を添えて次のとおり申請します。なお、助成金の交付を受けるにあたっては

、横浜市補助金等の交付に関する規則（平成17年11月30日横浜市規則第139号）及び横浜市

名木古木保存事業要綱を遵守します。 

指定番号 樹 種 
支出経費見積額

（円）（消費税込） 

助成金交付申請額（円） 

（各1,000円未満切り捨て） 
完了予定期日 

   
百 

 

十 

 

万 

 

千 

 

百 

０ 

十 

０ 

円 

０ 
年  月

    
百 

 

十 

 

万 

 

千 

 

百 

０ 

十 

０ 

円 

０ 

 

         計  
百 

 

十 

 

万 

 

千 

 

百 

０ 

十 

０ 

円 

０ 
 

消費税を 

助成対象 

経費に 

□含む 

右の理由のいずれかに

チェックが必要です。 

 □個人・任意団体：事業を営んでいない 

 □法人：消費税の免税事業者である 

 □法人：消費税の簡易課税事業者である 

 □その他（               ） 

□含まない  

（注意）１ 助成額は、総経費の１／２以内か限度額のどちらか低い額です。 
 １指定あたりの限度額は次のとおりです。 
(1) 樹木診断 40,000 円 
(2) 樹木治療 300,000 円 
(3) 樹木管理 200,000 円 

２ 助成金の交付を申請する場合は、次の図書を必ず添えて提出してください。 
(1) 収支予算書（第９号様式） 
(2) 樹木医による見積書の写し（樹木診断に係る助成金の交付を申請しようとするとき） 
(3) 樹木医によって行われた診断書の写し及び樹木医による見積書の写し（樹木治療に係る

助成金の交付を申請しようとするとき） 
(4) 樹木医証または樹木医認定証の写し（樹木診断または樹木治療に係る助成金の交付を申

請するとき） 
(5) 必要経費の見積書の写し（樹木管理に係る助成金の交付を申請しようとするとき） 
(6) 申請対象樹木の現況のわかる写真 
(7) その他市長が必要と認める図書 

３ 樹木管理の管理項目は、せん定及び周辺環境の整備等（病虫害の防除、植栽基
盤の改善、支柱の設置及び補修、防風生垣のせん定及び清掃など、樹木の健全
な生育に関係するもの）です。 

４ 樹形が乱れるせん定を実施しなければならない場合及び周辺環境の整備によ
る助成を受ける場合は、事前に市職員に意見を求めてください。  （Ａ４）  

 



 

 第９号様式（第14条第１項第１号、第17条第１項第１号） 

「横浜みどりアップ計画」 

 

収 支 （ 予 算 ・ 決 算 ） 書 

 

 

収 入 

項   目 金  額 積算の内訳 

 

 自己負担分 

 

 

 

 

 

円 

 

 

 

 

 

 

 

名木古木助成金 

 

 

 

円 

 

計   

 

 

支 出 

項  目 金  額 積算の内訳 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計   

 

（Ａ４） 



 

第 10 号様式（第 15 条） 

「横浜みどりアップ計画」 

第   号 

年  月  日 

名木古木助成金交付決定通知書 

（第一面） 

住所 

 

氏名               様 

 

 

横浜市長         印 

 

 

年  月  日に申請のありました「横浜みどりアップ計画」による    の助成金につい

ては、次の条件を付して交付することに決定しましたので通知します。 

 

１ 助成金交付金額    ￥               

   

２ 交付時期       請求書受領後   日以内 

 

３ 助成金交付対象樹木 

指定番号 樹種 助成金交付金額 

   円

    

    

   

   

交付金額は、名木古木実績報告書等提出の後、名木古木助成金額確定通知書で確定します。 

 

 

 

 

 

 

（Ａ４）



 

 

（第二面） 

 

交付の条件 

１ この助成金は、名木古木保存事業実施のために使用し、他の事業には流用しないでください。 

２ この助成金の使途について必要がある時は、調査を行うことがあります。 

３ 当該樹木が良好に管理されること。 

４ 周辺への安全に配慮した作業方法を選択すること。 

５ 必要に応じて近隣住民への説明を行うこと。 

６ 次のような場合には、横浜市名木古木保存事業要綱第 20 条に基づき、助成金の交付決定を取り消し

ます。 

(1)偽りその他不正の手段により助成金交付の決定を受け、又は助成金の交付を受けたとき。 

(2) 助成金交付の決定の内容又はこれに付した条件に違反したとき。 

 (3) 第 15 条に規定する決定通知書を受け取った年度内に、第 17 条に規定する実績報告を完了しない

とき。 

 (4) 第７条に定める内容に違反したと認められるとき。 

(5) その他法令、条例又は規則に基づき市長が行った指示に違反したとき。 

 (6) 市長が特に必要があると認めるとき。 

７ 横浜市名木古木保存事業要綱第１４条第７項のただし書きにより交付の申請をした所有者等は、実 

績報告書を提出するに当たり、当該補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額が明らかになった場合 

には、これを補助金額から減額して提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ４） 

（備考） 

  様式の下欄には、教示について記載することができる。 



 

第 11 号様式（第 15 条） 

「横浜みどりアップ計画」 

第   号 

年  月  日 

名木古木助成金不交付決定通知書 

 

住所 

 

氏名               様 

 

横浜市長         印  

 

年  月  日に申請のありました「横浜みどりアップ計画」による    の

助成金については、次のとおり交付しないことに決定しましたので通知します。 

 

 

指定番号 樹  種  名 

   

   

   

   

   

 

理由 

                                         

                                         

                                         

                                         

 

 

 

 

（Ａ４） 

 

（備考） 

様式の下欄には、教示について記載することができる。 



 

第12号様式（第17条第１項） 

「横浜みどりアップ計画」 

 

名木古木実績報告書 

  年  月  日 

（報告先） 

  横浜市長 

 

                            報告者 住所 

                                    氏名                               

（法人・団体の場合は、名称・代表者の役職名および氏名） 

 

                                    電話 

 

年  月  日   第   号により助成金交付の決定を受けました「横浜みどりアップ

計画」による樹木診断・樹木治療・樹木管理が完了しましたので、関係図書を添えて報告します。 

 

１ 完了年月日    年   月   日 

 

２ 添付図書 

(1) 収支決算書（第９号様式） 

 

(2) 経費が明記された領収書の写し又は支出を証する書類の写し。ただし、実績報告時での提
出が困難である場合は、請求書の写しを添付することによりこの書類に代えることができる
が、施工事業者への支払を行った後、速やかに領収書の写しを市長に提出しなければならな
い。 

 

(3) 樹木医による樹木診断報告書（樹木診断に係る助成金の交付決定を受けたとき） 

 

(4) 樹木医による樹木治療等報告書（樹木治療に係る助成金の交付決定を受けたとき） 

 
(5) 樹木医証または樹木医認定証の写し（樹木診断または樹木治療に係る交付決定を受けたとき） 

 

(6) 名木古木樹木管理報告書（第13号様式）及び樹木管理の完了を確認できる実施前後の写真（樹木

管理に係る助成金の交付決定を受けたとき） 

 

(7) その他市長が必要と認める書類 

 

 

（Ａ４） 



 

第13号様式（第17条第１項第５号） 

「横浜みどりアップ計画」 

 

名木古木樹木管理報告書 

  年  月  日 

 

指定番号 樹種 内容（管理項目から該当する番号を選んでください） 

       

       

       

       

       

管理項目 

 １ せん定 

 ２ 病虫害の予防 

 ３ 植栽基盤の改善 

 ４ 支柱の設置・補修等 

 ５ 防風生垣のせん定 

 ６ 清掃 

 ７ その他（                        ） 

 

（注意）この報告書とともに、樹木管理の完了を確認できる実施前後の写真を添付してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ａ４） 



 

第 14 号様式（第 18 条） 

「横浜みどりアップ計画」 

第        号 

  年  月  日 

名木古木助成金額確定通知書 

 

住所 

 

氏名               様 

 

 

横浜市長         印 

 

年  月  日に名木古木実績報告書の提出のありました「横浜みどりアップ計画」による

    の助成金の額を次のとおり確定しましたので通知します。 

       

助成金額                       円 

交付決定通知番号  年   月   日      第     号 

 

 

（注意）１ 次のような場合には横浜市名木古木保存事業要綱第20条に基づき助成金の交付

の決定の内容を取り消すことがあります。 

(1) 偽りその他不正の手段により助成金交付の決定を受け、又は助成金の交付を受けたとき。 

(2) 助成金交付の決定の内容又はこれに付した条件に違反したとき。 

(3) 第７条に定める内容に違反したと認められるとき。 

(4) その他法令、条例又は規則に基づき市長が行った指示に違反したとき。 

(5) 市長が特に必要と認めるとき。 

    ２ 実績報告書を提出した後において、消費税及び地方消費税の申告により当該 

補助金に係る仕入れに係る消費税等相当額が確定した場合には、その金額につ

いて、速やかに市長に報告してください。 

    ３ この通知を受領後、速やかに名木古木助成金支払請求書（第15号様式）を市 

長に提出してください。 

 

 

（Ａ４） 

（備考） 

  様式の下欄には、教示について記載することができる。 



 

第15号様式（第19条第１項） 

「横浜みどりアップ計画」 

 

名木古木助成金支払請求書 

 

  年  月  日 

（請求先） 

  横浜市長 

                            請求者 住所 

 

                                    氏名                               

（法人・団体の場合は、名称・代表者の役職名および氏名） 

                                    電話 

 

 

年  月  日   第   号により確定通知のありました「横浜みどりア

ップ計画」による名木古木助成金について請求します。 

 

請求額          円 

 

振 込 先 

金 融 機 関 
        （銀行・  ）         （支店・  ）

（フリガナ） 

 

口座名義人 

 

 

預 金 種 目           普通  ・  当座 

口 座 番 号 
       

 

※請求者と口座名義人が異なる場合は、こちらにも記名及び押印をお願いします。 

 

 私は、上記口座名義人               を受取人として認めます。 

 

   請求者氏名                     ㊞ 

 

（Ａ４） 



 

第16号様式（第20条第２項） 

「横浜みどりアップ計画」 

第   号 

 年  月  日 

名木古木助成金交付決定取消通知書 

      

 

住所 

 

氏名               様 

 

 

横浜市長         印 

 

年  月  日   第   号により交付の決定を通知した「横浜みどりア

ップ計画」による名木古木樹木助成金については、次のとおり交付の決定を取り消しまし

たので通知します。 

 

助成金額              円 

交付決定通知番号    年 月 日   第  号 

取消理由  

 

 

 

 

 （Ａ４） 

                                             

（備考） 

  様式の下欄には、教示について記載することができる。 


